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卵巣腫瘍登録委員会報告

委 員長　加 藤 俊

　本委員会 は 昭和52年 ，FIGO の 分類や WHO の 組織

分類 に 対応す る た め 新 た な 日産婦学会卵巣唾瘍分類 を 設

定し，す で に 学会誌29巻 3 号に 報告 し た ．

　 しか しなが ら ， 昭和53年に 入 っ て 1971年 に FIGO よ

り提案され た臨床期 別分類 （Stage・grouping） と組織分類

に 関 し ， か ね て よ り問題の あ っ た点 が 若干 修 正 され ， ま

た 昭和53年 か ら UICC の TNM 分類 日本委 員長石川博

士 （国 立 が ん セ ソ タ
ー
総長）の 要請 に よ り卵巣癪 の TNM

分類につ い て も日本案 を 検討 し な ければ な らな い こ とに

な り，口本 の 婦 人 科領域 の TNM 分類小委 員長 で あ る

竹 内教 授 （新 浮 大 学 ） と連携 し て ，本委員会 が主 体 とな

っ て検討 を は じめ ね ばな らぬ こ と とな っ た ．

　以上 に と も な っ て 幾つ か の 協議すべ き事項が生 じた た

め ，昭和 52年度も例 年 の 症 例 検討会 の 前 日に 小委 員会 を

開催 し ，討議 し た k，翌 日の 委員会 に か け協議決定 した

事項 が あ る の で こ れ を報告す る ．

　　　　 〔夏 〕臨床進行期別新分類 （FIGO ）

　　　　　　　　　 FIGO 新分類

　 Stage 　grouping　fer　primary 　 carinorna 　of 　th 巳 ovary

Based　on 　fmdings　at 　clinical 　examination 　and 　surgical

expleration ．　 The 　fmal　 histology　after 　 surgery 　is　to　 be

considered 　in　the　staging ，　 as 　is　 cytology 　as 　far　 as 　effu −

sion 　 are 　concetned ．

Stage　 I．　　 Growth　limited　to　the　 evaries

　Stage　Ia　Growth　limited　 to 　 one 　 ovary ；no 　 ascites

　　　　　　（i）No 　 tumour 　 on 　 the　 externa1 　 surface ；

　　　　　　　　capsul 　in赱act

　　　　　　（ii）Tumour 　present　on 　the　external 　surfa −

　　　　　　　　ce 　or！and 　capSule 　rup 肛1red

　Stage　Ib　Growth　limited　to　both　ovaries ； no 　 ascites

　　　　　　（i）NQ　 tumeur 　 Qn 　 the　 external 　 surface ；

　　　　　　　　capsule 　intact

　　　　　　（ii）Tumour　present 　 on 　the　 external 　 surfa ・

　　　　　　　　ce 　or！and 　capsule 　ruptured

　Stage　 Ic　Tumour 　 either 　 Stage　 Ia　 or　 Stage　 Ib
，
　 but

　　　　　　with 　ascites 　 present　 or　positive　peritoneaI

　　　　　　washings

Stage　IL 　　Growth　involving　one 　or 　hoth　ovaries 　with

　　　　　　pelivc　extention

　Stage　 IIa　 Extention　and ！or　 metastases 　 to　 the　 uterus

　　　　　　and ！or 　tubes

　Stage　IIh　Extent三〇n 　to　other 　pelvic　tissues　including

　　　　　　the　peritoneum

　Stage　 IIc　Tumour 　 either 　 Stage　 IIa　 or 　 Stage　 IIb
，

　　　　　 but　 with 　 ascites 　present　 or 　 pGsitive　 perito幽

　　　　　　nea 旦washings

Stage　III　　Growth　involving　one 　 or　both　Qvaries 　with

　　　　　　intraperitoneal　 metastases 　 outside 　 the　 peレ

　　　　　　vis 　 and ！or 　positive　retroperitoneal 　 noclos ・

　　　　　　Tumour 　 Iimited　to　 the　 true　 pelvis　 with

　　　　　　histoIogically　proven　mal 量gnant　extention

　 　 　 　 　 　 tQ　small 　bowel　 or 　 omentum

Stage　 IV　　Growth 三nvolving 　 one 　 or　both　 ovaries 　 with

　 　 　 　 　 　distant　 metastases ．

　　　　　　If　there　is　pleural　 effusion 　there　 must 　be

　　　　　　positive　cytology 　to　allot 　a 　case 　to　Stage

　 　 　 　 　 　 IV．

　　　　　　Parenchymal 　liver　 metastases 　 equals 　Stage

　 　 　 　 　 　 IV．

Ascites　 is　peritoneal　effusion 　which 　in　the　opinion 　of

the　surgeon 　is　pathological　 or ！and 　clearly 　exceeds 　nQr −

mal 　amounts

　
一

主 に 訂 正 され た 点 に 就 て の 解説
一

　腹水に 対す る解釈 と 新た に Stage　 Ic が設 け られ ，

腫瘍被膜 ，Stage皿，　 IVの criteria が よ り明確 に され た

点 で ある．

　 1） 腹水 の 病的状態 の 規定
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　 すで に 1971年度分類 の 解説 の 際 に 指摘し て お い た が腹

水 中に 悪性細胞 を 認め な い 場合は ど こ に 類別 され るか 不

明で あ っ た ．

　 今回 こ の 点が 訂 正 さ れ，腹水が 量的 に 病的に 存在す れ

ぽ 腫瘍細胞 の 発見 の 有無 に か か わ らず 1　c ， 9c に 分類 さ

れ，また ，こ の 腹水 の 存在 は漠然 として は い る が，術者

自身 が ，病的あ る い は 正 常量 よ り過剰 に 存在 す る と判 断

した場 合 と規定 され て い る ．

　 2）　腹水 中の 悪性細胞の 証明

　 上 記 に 加 え 腹腔内洗浄液中 に 悪性細胞を 証明す る 場合

もそれぞれ 1　C ， ll　C に 類別され る ．即ち腹水量が 病的 と

判断 され た 例 と悪性腫瘍細胞 を証明 した 両 者が IC ，
　 llC

に 包含 され る こ と とな っ た ，

　 3） 腫瘍被膜

　 い ず れ も前 回 ，本委 員会 で 提案 し た よ うに 腫瘍被膜の

破綻 に 対 し て ii）と i ） とを逆 に し て ，その 順序 が 訂正

され た ．すなわ ち ，

　 i ）腫瘍被膜の 外側 に 腫瘍の 増殖 が な く ，

被膜が破綻して い な い 場合

　 ii）腫瘍被膜の 外側に 腫瘍の 増殖が あ る か ，あ る い は

被膜 が破綻 して い る場合

　 と訂正 された，

　 4）　Stage　皿

　新た に 後腹膜 リソ パ 節に 転移が存在 す る場 合 と ， 腫瘍

が骨盤内に 限局 し て い て も病理組織学的 に 小腸 や 大 網 に

浸潤を認 め た 場 合 も Stage皿 に 加 え る こ と とな っ た ，

　5）　Stage　W

　 新た に 胸水 が あ り，肋膜滲 出液 に 悪 性 細胞 を 認 め た 場

合と，肝実質転移 を認 め る 場合が Stage　 IVに 加 え られ

た ．

　　　　　　 〔II〕 組 織 新分 類 （FEGO ）

　　　　　　　　　FIGO 新分類

Histol〔igical　 classification 　 o 正the　 c。 mmon 　prlmary

ep 三thelial　tumors 　 of　the　 ovary

1）Ser。 us　cystomas

　 a ）Serous　benign　 cystadenomas

　 b）Serous　 cystadenornas 　 with 　 proliferating　activity

　　　of 　the　 epithelial 　cells 　 and 　 nuclear 　 abnormalities ，

　　　but　 with 　no 　infiltrative　destractive　growth （bor−

　　　derliIle　 cases ； 10w　potential　 malignancy ）

　 c）　Serous　cystadenocarcinomas

2）Mucinous 　 cystomas

　 a ）Mucineus 　benign　 cystadenomas

日 産 婦 誌 30巻 3 号

b）Mucinous 　cystadenoma3 　with 　proliferating　activi −

　 ty 。f　 the 　 epithelial 　 cells 　 and 　 nuclear 　abnormali −

　 ties，　 but　with 　no 　置n 丘ltrative　destractive　growth

　 （borderline　 cases ； 10w　potential　 malignancy ）

c ）Mucinous 　 cystadenQcarcinomas

3）Endometr 三〇 id　 tumors （similar 　 to　adenocarcinomas

　 in　the　 cnClometrium ）

　 a ）Endometrioid　benign　cysts

　 b）Endometrioid 　tumours 　with 　proliferating　 activity

　　　 ・fthe　 epithelial 　 cells 　and 　 nuclear 　 abnormalities
，

　　　but　 with 　 no 　infiltrative　destractive　growth （bQr−

　　　de ・line　 cases ； 1。 w 　p・tential　 malignancy ）

　 c ）Endometrioid　 adenecarcinemas

4）Mesonephroid　tumours （clear 　cell 　tumours ）

　 a ）Benign　mesonephroid 　tumours

　 b） Mesonephroid　 tumours 　 with 　proliferating　 activity

　　　 of　the　 epitheliaI 　 cells 　and 　 nuclear 　 abnorrnalities ，

　　　but　 with 　no 　infiltrative　destractive　growth （bor−

　　　derline　cases ； Iow　potential　maIignancy ）

　 c ）Mesonephroid 　 cystadenocarcinomas

5）Concominant 　 carcinoma ； undifferentiated 　 carcinoma

　 Tumours　 composed 　 of 　 a　 mixture 　 of 　 two 　 or 　 more 　 of

　 the　fQur　types　descrived　 abave ； amalignant 　 tumour

　 of 　epithelial 　structure 　that 　is　too　poorly 　differentia−

　 ted　to　be　placed　in　any 　of　the　four　groupS 　abave ．

6）　No 　histology

　
一

主 に 改訂され た点に就て の 解説
一

　1） Subgroup　b） の 低 悪性度群 （low 　potential　 malig ・

nancy ）

　新 た に borderline　 case が 加え られ た ，前回 の 解説 で

は WHO の b。Tderline 　 case と低悪性度群 は 別個 の もの

で あ る と解説 し て あ っ た が今回は 両者を
一
群と して 包括

し た ．す なわ ち 良性傾向の 強 い も の と，悪性 傾向の 強 い

もの の 両 者を 含ん だ 幅 広 い 境界病変を指す
一

群 とな る ．

　 こ の 訂正 も本委員会が提案し て い た もの で あ る ．

　2）　mesonephroid 　tumors （cIear 　cell 　tumors ）

　 こ の 点 も 本委員会 が 提案 し て い た も の で あ るが ，
mesonePhric の 語 が mesonePhroid と訂 正 さ れ ，新 た に

WHO の clear 　 cell 　 tumors もこ の 群に 加 え られ ，幅広

く解釈 され る こ と とな っ た ．

　 3）　 concomitant 　 carcinoma （undifferentiated 　 carci ・

noma ）

　本腫瘍群 は serous
，
　 mucinous な どの 4型 の 腫瘍中，2
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日本産科婦人科学会卵巣腫瘍登録委員会分類 （新分類）

良 　 性 　 群

嚢 胞 性

漿液性嚢胞腺腫

ム チ ン 性 嚢胞 腺 腫

類 内膜藝腫

類中腎嚢腫

類 皮 嚢胞 腫

中　　　 間 群 悪 　 　 性 　 　 群

漿液性嚢胞 腺腫 （低 悪性 度）

ム チ ン 性嚢 胞 腺 腫 （低 悪 性度 ）

類内膜嚢腫 （低悪性度）

類 中 腎嚢腫 （低 悪 性 度）

　 （付 ） 腹 膜 偽 粘 液 腫

充　　 実　　 性

（
一部 ま た は 全部）

線 維 腫

線 維 筋 腫

筋　　腫

Brenner 型腫蕩

莢膜 細 胞 唾

甲状腺腫

類副 腎腫

門細胞 腫

未 分 化 胚 細 胞 腫

顆 粒 膜 細 胞 踵

男 化 腫瘍

充実性奇形腫

単 純性原発 癌

　漿液 性 嚢 胞 腺 癌

　 ム チ γ 性 嚢 胞 腺 癌

　 類 内膜 癌

　 類 中腎癌

　分類不 能癌

類皮 嚢胞 癌

embryonal 　 carcinoma

　　　　 （樋 口 ， 加 藤）

　 A 群

　 B 群

　 C 群

絨 毛 上 皮 腫

肉　腫

1転移癌

分　　類 　　 不 　　能

つ 以上 が 混在 し て 認 め られ る 例 と，4 者の い ずれ の 腫蕩

と も判断 し か ね る （属 さ し め 得 ない ）未分化癌 の い ずれ

をも含む と規定された ，

　　　〔III〕 日本卵巣腫 瘍 登 録委．員 会分類 の改 正

　51年度本委員会で 活発に 討議され ， 新分類が 決定 さ

れ た が，．なお 問 題点 も 多少残 され て 居 り，か つ 今回 の

FIGO の 改正 も行わ れ た の で ， あ る程度 の 改正 が ffび

必要 とな っ て きた が ， 今回 あ ま りに 大きく改正 を行 うと

益 々 会員 の 間に 混乱をま ね ぎ，朝令暮改 の そ し りもま ぬ

が れ な い の で ，従来 の 本委員会 の
．
分類を大き く変更す る

こ となく，か つ FIGO
，
　WHO と対処 し得 る と考えられ

る最小限 の 妥当 と思 わ れ る改正 を行うこ とと した ．

　1） embryenal 　 carcin 。 ma

　国際的 に 名称の criteria が 未 だ統
一され て い な い し ，

し ば しば論議の 対象と な っ て い る の で ，日本で は emb −

ryonal 　 carcinoma （樋 ロ
ー

加藤） と括孤内 に 本邦 で 最

初 に 類別命名 し た 両名 の 名 を 加え ， 日本委員会 の 言 う

embry σ nal 　carcinoma の 立 場 を 明確 に し た ．す なわ ち ，

現在論議 され て い る endodermal 　sinus 　tumor ，　yolk　sack

tumor 等 々 も当分こ の 中 に 含ま れ る こ と と なる ．

　2）　10w　potential　malignancy （berderline　case ）

　本委員会で は本群を 日本語 で は
‘‘
境界病変

”
と称 し ，

組 織学 的 に 明確 に は 良性 とも悪性 と も断定 し 得 な い 中間

病変 を指す と定義す る こ とに した ．

　 3）Concomitarit　carcinoma 分類不 能癌（undifferentiated

carcinoma ）

　 当分登録上， FIGQ 分類 を 考慮 して α ）群 ：混合型

（concemitant ）

　β ）群 ： 未分化型 （undifferentiated ）

と2群 に subgroup を設け る．

　 4） endometrioid 　 carcinoma 類 内膜癌 こ れを 2群 の

Subgroup とす る ．

　 α ）群 ： 子宮内膜腺癌に類似す る も の ．た だ し内膜類

似の 間質の 存在する こ とが望ま し い ．

　 β ）群 ： endornetriesis よ り移行す る も の （す なわ ち

SamPSDn の 基準 をみ た す も の ） β）群 は 症例が 稀 に な る

と思 わ れ る ．

　 5） mesonephroid 　 carcinoma 類中腎癌 （clear 　 cell
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carcinoma ）

　 α ）群 ： い わ ゆ る clear 　cell の み で glycogen の 証 明

され る 例 β ）群 ： hobnail あ るい は peg 　like　 cell の

存在す る もの

　 β）群は い わ ゆ る mesonephrioid と表現 され る 例 で 占

め られ る ．

　 6） 絨 毛上 皮腫

　 α ）群 ： 妊娠を先行 とし て 発生 し た絨腫

　 β ）群 ： 非妊娠性 と考え られ る絨腫 （奇 形腫性 あ る い

は germceII　 Origin と考え られ る例 ）

　た だ し ，本腫瘍名は 日産婦絨毛 性 腫瘍登 録委員会で 絨

毛 上 皮 腫 を絨 毛 癌 と呼 称を 変更 し た 場合，本委員会 も自

動的 に 同様 の 呼称 に 変更す る．

　 7）　分類不 能

　委員会分類 の 最下段 に あ る 分類 不能群 は 本委員会分類

の い ずれ に も属 さない 腫瘍 を 全 部 こ の 群 に 入 れ る ．す な

わ ち悪性群 の 「分類不 能癌」 とは全 く異 なっ た 意義 を も

つ ．

（前述）

　　　　　　　〔IV〕TNM 分類 に つ い て

　本委員会 が主体 とな っ
て TNM 分類 に つ き討議 して い

くこ とで 意見 の
一

致をみ た が ，TNM 分類 に 関 して は 種

ltの 疑 問 点 も あ り，日本 案 を 検討 し た 上 で ，石 川 TNM

分類 口本委員 長 （国立 が ん セ ン タ
ー
総長）を通 じ要請す

る
．
予定 で ある が ，い ずれ に し て も TNM 分類 の 実施 に

際 し て ，各機関に 調査協力を 依頼す る 卵巣悪性腫瘍調査

用紙 を 現在 ，小委員会を 中心 に 討議検討中 で あ る の で ，

最終的 な 結果 を 待 っ て
・
定 の 機 関 に そ の 要 旨の 報告 と調

査依煩 を 行 うこ と と して い る．

　　　　　　　　　　 総　　括

　先 に 本 委員会 よ り提案 し た 臨床期別分類並 び に 組織分

類 に 就 て FIGO の 癌委員会 は 考慮 した よ うで ， こ の 点

進歩 が み られた もの と思 わ れ る ．特に 組織分類 に WHO

案 を 組み 入 れ た こ と は 両 国 際分類 の 接近が み られ た 訳 で

あろ う．

　な お ，本委員会は 組織型 に つ い て 将来 ，細分類 ，あ る

い は 逆 に 群化 が 行わ れ る 可能性の 多い 点 も予測 し ，将来

の 混 乱 を 出来 る だ け 避け る こ と も考慮 して （特 に 登録分

類 に つ い て ）慎貢に 改定の 配慮 を 行 っ た ．

　本委 員会の 報告 の 中心母体 とな っ た 小委員会 の 委員は

以 下の 諸氏で 捻 L を借 りて 厚 く御ネL申 しあげ ます ．

　泉　　陸
一，．上 田　外幸，笠松　達弘 ，栗 原　操 寿 ，

　園 田　隆 彦，竹内　正 七 ， 薬 師寺道 明，高見沢裕吉 ，

　野田 起一郎，半藤　保，山辺　徹，寺島　芳輝
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